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1、 ま え が き

　 最 近 ． 六型 構 蓋 物 へ の 箔 ‡寺慂 用 化 な ピ に と も な い 、 構 造 部 萩 の 軽 量化 な どの 専 詣

に 」 っ て ． 比 強 度 の 雋 い 高 カ ァ ル ミ な 金 の 株 用 柑 蓬 が 島 ま り っ っ あ る 。

　 そ の 中 で   最 も 弦 痕 の ｝〕い 70rr 　5 に っ い て ば ， 一報 に 融 博 E 通 甲 し て 匳 な ら な

い 倉 金 と　さ れ て 5 斥 ポ ．　電 手 ビ
’

e ．．ム 箔 ‡毒に よ 勹 　て 、　塊ト痔 し た ま ま で ．　ち OKgl（Wt2 　泣 い

強 廏 E 出 し う う こ と が 従 耒 の 試 験 よ リ葹 認 5 糺 て お リ． 軽 量 北 、 覆 諭 籌約 化 の 為 の

肩 力 な 獄 剰 で あ b と角 え て い る 。 しか し な が 5 、 コ
ール ド シ ャ リ ト rs ど 微 小 欠陥 の

春准 し噌 す い こ と や ． 引 張 っ た 蠑 の 石皮面 の 様 手な ど か ら．　欠
「
雁 に よ 3 海 鐘節 の 槭 尤裏

げと？ に　ひ と つ σ）危 4具毛 ‡包 い て　い 1三。

　 こ こ で は ， 萵 カ ア ル ミ 丿合 金 7075 の 電 手 ビ ー
ム 藩 幡 」t？の 切 欠靭 性 に つ い て 試 験

を行 つ rcの で 輙 壱 35 。

2，挟 弑 ‡才 お
・

よ ぴ 試験 方法

　構 試 越 ぱ ワ D75 島 力 ア ル ミ 合 金 で ．　 T6 処 理 芝施 し r： ＄k／5　30　nm の 圧延 縞 毛綬 用 し

r 。 北 尊成 分 お よ び 職
「
械 的 性 賓 E 羨 f に 元 す 。

表 1 横 試 体 の 北 尊 歐 分 實 よ ザ 嫁 械 的 性 偵
・　　　 札 倖 廠

’
分　（％） 織

’
萩 的 性 債A薬 祇

L

体
c叭 S£ Fe 卜4h 図 3z 【 Cr ↑‘ 引張 強 さ 附 　力 神 び

圏
丘L・ro

ワ 075L7 西2，0 〈d40 〈0．50くO．30Zl 2^ヨ 雪．ト ‘」α19僧035〈0、ZO 亨4 脚 駄 47 輪 以よ 6 ％以 上

　柧 厚 30tnm の ヲ昏穐 言式験 片 乏 曳合

せ て 表 2 の 藩 耨 象 件 で 藩 博 竃行 っ

r： e 箔 箔都 の 繊 断 面彬 択 は 図 1 の

ゴ と き も の ビ あ リ． 断 面 爿余奩 の 協

探 で ほ 貯 哂｛； 全 く 見 ら れ て い rj い。

t刀 欠 廟 性 試 験 庁 ば 、

表 2 　 霆ト緒 条件

加 違 鞄 圧

50K 》

ビ
ー
ム電流

225mA

舟楼 逹段

62　5　”
’

／nrn

照 射 距離．

125mm

蕊点 4立置

綴料 彑 30 阿 酌

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ASTM に よ っ て 図 2 の こ
゜

と き 軾
「

験 片 板 彦 2ぢ 慚 の CKS 　 94 プ の 試 験 片 e 切 リ Utし た 。

　 秀 涛 の ま 設 の も の と ． 蕩 棲 嬢 再 継 T6 処 ff し r： も の

ヒ
「E右式験 し f辷 り

　 丿・・S 今 の 位 跫 は 3唇着 」師 中央 と ジ｝着静 t覧 用L ヒ し 葎 。

　 ワ ラ リ ワ の 生 成 1〈 は 葦豪返 し数 1690 サ イ ク ル の 曲 げ
’

型 試 聆 織 ド よ っ r： 。 ク ラ リ フ 士 成 祓 ． 引 張 甑 鹸 橡 F よ

7 て
ー
引 引長っ 葎 が ， 引 張 リ 方 向 は 全 て LT 方 向 匕 し1≧ 。 図 1 港 蕊櫛 形 状
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3． 試 験 結 果

　試 験 の 緒 果 も 表 3 に 兎 す。 　： れ に ょ れ ‘a
’L

t ） 岳 獄 の 」団性 値 84K 冒砺 偏 Z
｛z ヒヒ較 し

：A 　lt　tpの 靭 性 値 ば ， 「M 輿 の ま ま の も の ． 蕩

稜彳笈再 が T6 処 理 し r ｛ の と も ．　ノ リ t
「

の

4i 置 に 1）
・

ザ 冫b　 5 す
”
、　h、　tS リ 高 い イ直 E オ し r “

　特 1： ． 箔 梼・の ま ま の ｛ の に つ し」 て は ．靭

性 植 124 ド3筋 ん m
・

と 掲 城 の L5 借 ド t 逢

し r： ρ

2 ）　各靭 ，性 4直 ば 仁ヒ較餅）よ く 揃 っ て　あ
・

リ，　牙哥

に 不 等建破 壊 の 嫌 ｝ 匿 見 S れ な か
丶

つ r： 。

3） 級 斷 位 憤 が ．婚 為郁 中矢 ガ 5 境，堺 詐 く

転移 し て い る 毛 の ガ 見 5 れ 5 が ，」陰移 点 に

ジ昏為 の 疑 」つ し い 破 面 が
’

見 5 才し rc。

4） ；各箔　｝P　t覧界 に ノ リ チ E 入 れ た も の 1ま 全

て鰲 畢彡響蓄P ガ 母 ；才
」蔭P へ 石皮断 が 遣．彳f し アヒ．

国
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 A − A

’

管視

回 2　　　t刀　管 犖刈噌主言式　“ 片飛彡択

　　　　　　　　　　　　　　　　　　： n ［9 ， 秀 耨 の ま ま の £ の は 箔 為輝 の カ
Xr

：

5 ノメイ噎Σ下 し て し
、 5 ： 　匕 が さ三iN

一
で
鹽
あ ろ う ヒ，タ彦え 5 オt　 5 が、　箔 才毛」紡じ再 iS

’
↑ 6 タ3 …：里 室」 し て

カ
・r： 1 が 履 瞬 し rz も の に つ い て t 同 織 の 傾 陶 が 見 5k ． 畜 篭却 の 軸 性 の 島 さ 乞 物 陪

つ て い る 。

表 5 　 切 欠 剃 性 試 験 結 果

狭試 体 符腎 熱 処 理 状 態 丿・・ 争 の 位 覧 7 う・
ソ ワ 先端 位 置 破 断 位 盈 K じ 槍凧 バ

WD − i 潟 撫 の な ま 瘠 為 締 中央 → 3零着毎陛 安 ⇒ 中央 → 蜘 13 弓

一Z ク ケ 一

　
〃
　 i1→ 　　 〃　 → 　　　詞， 12 ワ

一3 ウ る → 　　　　　　　ψ i→ 秀 着却 中夬 12 ワ

臨4 ウ ウ → 冫墓 箋紳 t覧界 づ 婚 着部 後埓 口 　0
一

ケ ウ 々 → う苓篭 却 甲 一只 → 箔 為 紳 中庚 13 ワ

WB − 1 ワ 港   部 霞 界 → 熬 影 響 都 → 母 ‡実部 103

一2 6
ウ → 　 　　　 　　 　〃 → 　　　　　　ウ 122

一δ
つ ’， → 　　　　　　　ウ → 　　　　　シ lZ6

一4 ウ ’r → 　　　　　　　ウ → 　 　 　 　 　 　 〃 123

hD − 1 珞 耨 後 丁6 洛 港静 中果 → 痞 箔 輝 中 央 → 癆 渚締 段 界 13 θ

一2 ウ
ノ
ノ → 　　　　　　　ウ → 藩 看 擁 中央 1 σ 2

HB − 1 ク

潟 着紳 境界 → 》各着卸 虎堺 → 黙 影 璽 部 1 ［ 2
鬯2 ク ウ → 　　　　　　ク

一
シ　　　　　 ケ 103

一3 ケ ウ
→ 　　　　　　　ウ → 　　　　　　つ 105

母 戯 一1 丁 6 中 央 84
一2 ウ ウ 84
一3 ウ 6 83
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